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論文内容の要旨

[目的]

膝蓋骨ー亜脱臼は思春期に発症する膝の痔痛と不安定感を主訴とする疾患で，膝崩れを繰り返すために膝蓋関節軟骨

に損傷が起こり，膝蓋大腿関節症の原因となる。膝蓋関節軟骨は従来の単純X線写真や単純X線 CT では描出するこ

とが出来ず，従ってその変化をみるためには今まで専ら関節鏡を用いて侵襲的に行われていた。著者はMRI を用い

て非侵襲的に膝蓋軟骨を描出して，膝蓋骨亜脱臼における膝蓋関節軟骨損傷の診断に際する MRI の診断基準を確立

することを目的とした。

[対象及び方法]

対象は，膝蓋骨亜脱臼症例51例77膝関節と，正常対照例10-{9IJ20膝関節であり，亜脱臼症例は関節鏡検査にて軟骨所

見を確認、したo

MRI の撮像法はスピンエコー法の T 1 強調画像 (400/26/4， TR/TE/excitation) , T2強調画像，並びに密度強

調画像 (2000/26， 70/1), FLASH 法 (320/15/4，フリップ角900 )である。撮像方向は横断像で，スライス厚

は4mmで、ある。

[成績]

(1) 正常対照例20膝関節では，膝蓋関節軟骨はTl 強調画像で筋肉よりもやや高信号に描出された。軟骨内部の信

号は均一で厚さは2.8-4 .4mm，平均3.6mmであった。はじめに膝蓋骨亜脱臼症例12関節につき，正常対照例との比

較検討を行なって得られた所見と，関節鏡所見による分類をもとにして， MRI 所見を以下の4段階に Grade 分類し

fこ O

Grade 0 :正常， Grade 1 :軟骨の肥厚(厚さが5mm 以上あるが表面は平滑なもの)， Grade 2 :軟骨の厚さにか

かわらず表面不整の見られるもの， Grade 3 :軟骨の消失。一方，関節鏡所見分類は， GradeO :正常， Grade 1 : 

軟骨の軟化や亀裂， Grade 2 :軟骨の分屑化， Grade 3 :軟骨下骨の露出である。

(2) 我々が設けた MRI での Grade 分類を，残り 65関節を含めた計77関節にあてはめ，従来より用いられている関節
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鏡分類との比較検討を行った。その結果， MRI で GradeOは27例でこのうち 1 0例は関節鏡で GradeO，残り 17例は，

関節鏡で Grade 1であった。

MRI で、Grade 1 は24例でこのうち 1例が関節鏡で Grade 0, 20例が Grade 1 , 3例が Grade 2であったo

MRI で Grade 2は20例でこのうち3例は関節鏡で、Grade 1 , 17例は Grade 2であった。

MRI で Grade 3は6例で関節鏡で6例すべて Grade 3であった。

以上，我々の設定した MRI診断基準は，膝蓋軟骨損傷の初期変化については sensiti vi t y が低かったが，中等度

から高度に進行した軟骨損傷については acuraccy が高かった。

[考案]

MRI 上正常と診断した27例中， 17191J は関節鏡で Grade 1 (軟骨の軟化)であり，初期の変化に対しては underesti

mate する傾向があった。しかしこの段階で軟骨の厚さ，表面の性状，内部の均一性を評価することは，今後これら

の症例に対し， MRI を用いて非侵襲的に経過観察を行ない，その病態を把握する上で十分意義あることと考えられる。

中等度の軟骨損傷と，高度の軟骨損傷は，我々の設定した MRI診断基準で正確に診断出来，これを用いれば， MRI 

は臨床的に有用な非侵襲的検査法となることがわかった。

[総括]

MRI は，従来の非侵襲的な画像診断法では描出が不可能であった，膝蓋関節軟骨そのものと，その病的変化を正確

に描出した。また従来の関節鏡や，手術時にも評価出来なかった軟骨の厚さを正確に測定出来，この厚さが軟骨損傷

の程度を診断する上で重要な要素になることを証明した。 MRI は，膝蓋骨亜脱臼症例における膝蓋関節軟骨の損傷

を非侵襲的に診断する上で有用な検査法であり，著者が設定した診断基準を用いれば，関節鏡所見をよく反映するも

のになることを証明した。

論文審査の結果の要旨

本研究は，膝蓋骨亜脱臼において治療上の問題点となる，膝蓋関節軟骨の損傷を，非侵襲的検査法である MRI を

用いて正確に描出し，その病的変化の診断基準確立を目的としたものである。

その結果， MRI は単純X線写真やX線 CT など従来の画像診断法では描出が不可能であった，膝蓋関節軟骨そのも

のと，その病的変化を正確に描出することに成功した。さらに著者が確立した MRI における診断基準を用いれば，

関節鏡所見をよく反映したものになることを証明した。

本研究の成果は，膝蓋骨亜脱臼における，膝蓋関節軟骨の病的変化を非侵襲的に診断する新たな手法を確立したも

のである。今後，これらの症例に対し，この診断基準を適用し， MRI を用いて経過観察を行うことは，その病態を把

握する上で十分意義あることであり，学位の授与に値するものと考える。
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